
確かな学力を身につけ、
自ら学ぶ生徒の育成

ーはばプラを活用した学びの実感が得られる
授業づくりの工夫を通してー

桐生市立相生中学校

平成30年度 はばプラ推進校 実践報告

現状
●はばプラに基づく授業について

共通理解が不十分
●教員間の情報共有が不足
●教科部会の時間が不足

教科部会の活性化
１．「はばプラ」の読み合わせ
２．単元の流れや１単位時間の流れ等の共通理解
３．授業を参観し合い、参観カードを活用して協議

手立て

成果と課題
◎見通しをもち、単元や１単位時間の授業を構想できるようになった。
◎生徒が課題に意欲的に取り組むようになった。
●教科部会をさらに活性化させる工夫が必要である。

めあてと振り返りを
つなげよう


